
東温市事務事業評価シート　平成29年度実施事業対象
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支所機能の維持は合併後の合意事項であり、川内地区の住民に対する利便性を確保するためには、今後も支所を適正に管理し行
政サービスを維持する必要があります。支所は建設後１０数年経過し、施設・機器に老朽化が見られることから、計画的な維持管理を
行う必要があります。

二次評価者 川内支所長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

今後の方向性 現状維持

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

行政サービスの拠点施設として施設の維持管理は必要不可欠です。

有効性
施設利用者の利便性を確保するには施設の維持管理は必要不可欠です。施設、機械設備等の保守点検を委託することで効率的な管理及び経
費の削減を図っています。

達成度 利用者への行政サービス維持のため、窓口業務のさらなる円滑な推進を図り、支所機能を維持します。

必要性

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 25,716 3,162 3,703
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一次評価者 総務調整係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性

当面の
課　題

利用者への行政サービス維持のため、窓口業務のさらなる円滑な推進を図ります。

効率性 施設、機械設備等の保守点検の見直し、経費の削減を図ります。

改　革
計　画

職員のスキルアップの機会を可能な限り多く設けます。また、利用者が安心して利用できる支所として運営、維持管理するために、施設修繕、老
朽設備等の更新を検討、実施し、低コスト化を図ります。

今後の方向性 現状維持達成度 効率性

二次評価で
の指摘事項

計(Ａ) 25,000 2,441 2,967

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.120 716 0.120 721 0.120 736

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 25,000 2,441 2,967
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予算費目 会計 一般会計 費目名 総務

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

指標名 計算式又は指標設定理由 最終目標

事務の性質上、指標設定になじ
まない。

公的関与

089-966-2222 メールアドレス kawauchi@city.toon.ehime.jp 　 

事業期間 期間設定なし事業区分

事業の対象 川内支所への来所者 根拠法令

総合計画 政策目標 第５章 みんなでつくる協働・自立のまち 政策項目 ５ 自立した自治体経営の推進

007 1001 事務事業名 川内支所施設維持管理業務 細事務事業名

主要施策

非該当

事業の目的 最終的
来所者（市民等）が、安全・快適に施設を利用できるよう
維持管理を行い運営をします。

今年度

活動内容
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課　　名 川内支所 係　　名 総務調整係 電話番号

施設の維持管理 事業運営方法 全部委託 実施計画

清掃業務、庭木剪定・消毒、施設警備、電気設備、空調設
備、ＵＰＳ設備、電話機、エレベーター、消防設備、自動ドア
保守点検業務委託。

成果指標


